
妊娠中や産後にタバコの影響を受けると新生児の健康を害します。下図にあるように妊娠中には胎

盤を通して赤ちゃんに有害物質が届きます。すると、流産、早産や低体重児の出産、そして乳幼児突

然死や喘息の危険性が大きくなります。このうち、右下のグラフにあるように気管支ぜんそくの危険性

は１．５倍、乳幼児突然死症候群は４．７倍にもなるそうです。それに加え、アトピー性皮膚炎や湿疹の

発症率も高くなるようです。 

妊婦がタバコの煙にさらされると、赤ちゃんは生まれる前からこんなリスクを負わされる事になります。

そんなかわいそうな事はしたくありませんよね、新しい命のためにもタバコは必要ありません。 
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